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二 三 、 食 晶

　（そ の 2 ）

　 大阪市立衞生試驗 所

1， 緒 言

の 榮 養 學 的 研 究

隼 人 瓜 に つ い て

工 學 士　 下　　田　　吉
農 學 士　 前　　 川

人

勇

　隼人瓜 （は や と う り）（S　echium 　edule
，
　SwartZ．）は胡蘆科 に 1為す る蔓牲植物 の果實で ・Chayote

の 原 名の ま N チ ヤ ヨ テ とも呼ばれて ゐ る。 臼木に輪入 されたの は大正 6年で 、 その初め て の

栽培地 に 因ん で 準人瓜 と名付 け られ て ゐ ゐ 。　　　　　　　　 、

　現 在九州 地 か並に 中國近畿地力
’
中 、 温暖 なる地域に 盛に栽培せ られ食用 とされ て ゐ るが 、

　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　
ド
リほ ラ

都會地方 に は餘 り知 られ て 居 らぬ 様で あ る。 そ の k め これに 關する研究 は少 く、 僅に 2つ の

分 析緒果 を榮養研究所の報 告に見 る の み で ある 。 著者等は こ の蔬猿の多産性 、 且 つ 食味の一ヒ

よ り．盆 々 普及 す る ことを信 じ、 こ れ が榮 養價につ い て 研究を試み た。

　　　　　　2． 化 　學　成 　分

　　　試 　　　　　料

　試料は和歌i【1縣産の 白色種に して 1個 500、600瓦あ る 。 分 析試料 として は 、 こ の全部を用 ひ

ナこ。 蓋 し普逋は を剥 く事な く全部食用 に供 す る か らで あ る 。

　　　分 　析　結　県

常法 に よる化 學分析の結果は次 の様で ある 。
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この結果 を前記榮養研究所の分析結果 と比較 すれば 、 次 の 如 く大差 なきを見 る 。

　　　　　 水分　　 蛋白質　　 脂肪　 含水 炭素　　繊維　　 灰分　　　　分　析　者

自色種　　　　　　94．15　　　　　122　　　　　0．09　　　　　3．49 　　　　　0L71　　　　　α34　　　　　　　著　　　　　者
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”
　　　 93．57　　 144　　 0．09　　 2，75　　 0．73　　 0．66　　　 榮養研究所

　　青 色 種　　　94 ．32　　 0．61　　 0．Oフ　　 3．74　　 0．70　　 0．37　　　　　 〃

　　　　　　3・ ヴィタ ミン B ，の 試驗

瓜類に 關 しての ヴ ， 。 ， 。 Bの 磯 臑 であ る。 唯＿つ 胡瓜に つ い書 δdy　and 　S、ev ， n 、。 n

の報告あ り、 大 して 含有 され な い と云 ふ 結果 を示 してゐ るが 、 これ は酵紐獪殖力 によ り實験

せ られ た もの で 、 ビ オ ス とヴ ィ タ ミ ン B との關係の分明 した今 日で は 一顧の價 もな い 。 著者

等は 、 隼人瓜 が多 く生 食せ られ る黙か らこの抗脚氣効力の如何を檢す るの も無意味でない事

を信 じて この 研究を行つ た 。

　　　研　究 　方　法

　常法に よ り十姉妹を ヴ ィ タ t ン B献 乏飼料を添加 した もの で養ひ鳥類脚氣の豫防効力を

檢しte。

　　試　料、　 白色種 準人 瓜を卸 し金にて卸 し 、 汁液 をしぽ り之を ヴ 1 タ ミ ン B ，缺乏飼料 に

混 じて 與 ヘ ナこ。

　　飼 料 の 調 製

　　飼　料　1、 　 標　準 　飼 　料

　　　 玄 米 粉 　 92％ 　 　 　 カ ゼ イ ン 　 5％

　　　 牡 蠣 粉 　 　 3％ 　 　 　 肝 　油 　 1漉

　　飼　料　2 、　 ヴ：イ タ ミ ン B，缺乏飼料

　　　 淘洗混砂白米粉　　87％　　　　　　　 ヵ lca ソ 　　　　10％

　　　 牡 蠣 粉 3％ 　 　 肝 油 　 ユ滴

　　飼 料 3 、 試 験 飼 料

　　　飼料 2 に試料液 汁等量を混 じ40° C にて 乾燥 し粉碎せ る もの

　　　試　驗　方 　法

　十姉妹を 2 朋づ s1 籠 に入れ 、 標準飼料にて飼育し、 幄健な ものの み を選んで 8 日目か ら

試驗を開始 しナこ 。

　No ．1．
’
No ．2．の 4 羽には飼料 2 を與 へ て對照 とし 、

　No ．3．　N ・ ．4の 4M には飼料 3 を與 へ て

試驗群 としナこ 。

　　　結　　　　　果

　 その結果は次 の樣で ある。
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Date

2月 3日

　 5

　 8

　 工0

　 13

　 17

　 工8

　 ！9

　 20

　 21

　 22

　 23

　 24

　 25

二 1 三 食 品 の 榮 養 學 的 研 究

隼人瓜 pl」の ヴ ィ タ ミ ン B ，

No ．1（對照群）
　

體重 備　　考

　 26

　 29

　 27

　27 試驗開始

　 28

　 24

　22 缺乏症發現

Xlll 豺死

　 x 　翊 死

No．2（對照群 う

　

盟重　備　　考

　 26

　 26

　 27

　27 試驗開始

　 28

　 24．5

　22 翊 發病

　21 翊 發病

X
「
x 　2羽死

No ，3（試驗群）
　

鱧重　備　　考

　 26

　 27

　 27

　27 試驗開始

　 28

　 24

　 24

　 23

　 21

　20 翊 發病

　 20XIO

　翊 死

　 9

　 x　 1羽死

1’o．4（試驗群）
’−−− − 　

體重　備　　考

　 24

　 26

　 27

　27 試驗開始

　 28

　 25

　 24

　 23

　 22

　 嬲

　20　翊 發満

xx 　翊 死

　 この 績果を總括すれ ば

　 　　 對照群生存 日數　　　　　　　　9，　 10
，　　 10

，　　 10
，

　 　　 同　　李　　均　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 9．8 日

　 　　 試驗群生存 日數　　　　　　　 13，　 13
，　 13

，　 15・

　　　 同 卒 均 　 　 　 　 　 　 13・5日 ・

　即 ち夲均生 存 口數に 於て約 4 日の差 を生す る 、 これ か ら判斷すれば 、 隼入瓜中には ヴ ィ タ

ミ ン B 【を 含有す る こ とを認 め得 る。 但 し そ の量は 餘 り大 な らす 、米糠 に比 し約30分の 1位 と

想像せ られ る 。 尤 も含水量の 大なる事 も者慮に入 る る必要があ らう。

　　　　　　4・ ヴ ィタ ミン C に つ い て

　瓜類中の ヴ ィ タ ミ ン C につ い て も研究 は多 くな い 。 た r 胡瓜に つ い ては 、 二 、 三 の報告 が

　 　 　 　 　 　 　 ほ ラ

發見せ られナこ 。 Embrey は philippine に於 て 1目章10　grの観瓜 で モ ル モ ツ ト の ヴ ィ タ ミ ン C
　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 ほう

缺乏症 を 治癒 す る こ とを報告 し 、 Thurman　and 　Vahlteichは 胡瓜及 び胡瓜 ピ ツ ク ル ス の ヴ

1 タ ミ ン C を研究 して生の胡 瓜は 1日 4gr．ピ ツ ク ル ス とした る胡瓜は 1　 fl　6gr、 鹽漬けの胡瓜

を原 料 とした る ピ ツ ク ル ス で は 16grを モ ル モ ツ ト に 與ふ ればヴ 6 タ ミ ン C 缺乏症を豫 防 し得

　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 ゆラ

る ことを發見 しナこ。 著者の1人は糠味噌漬の 覘瓜では 5− 10grを典 へ て ヴ ィ タ ミ ン C 缺乏症 を

　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 ’
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豫防 し得 る こ とを報 告しτ ゐ る 。

　他の 瓜類 も大體 こん な成績を示 す もの で あ ら うか 。 こ の見地 か らとそ して 、 生 食す る揚合

の多 い こ とを考へて 隼人 瓜の ヴ 6 タ t ン C を試驗 して見ナこ。

　　　試　驗　方 　法

　前報告 と同樣に し て ヴ ィ タ ミ ン C 缺乏飼 料を用ひて モ ル モ ツ ト を飼養 し 、 壌 血病の 發現 を

兄て か ら之 に 11・1量 5gr， 1（lgrO）隼人瓜を輿 へ て 治癒戊績を瞼した 。

　　　試　驗 　結　果

　その結果は次 圖の康で ある 。 但 し煩雜を避 け る ナこ め 、體重、飼養中所見 、 剖記儉録等を省

略して 、體重の淌長を曲線 を以 て示 すに留めて置 くQ

逡　　　　　隼人瓜中のウンタミン C
b
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　　　この 結果 よ り、隼人 瓜中には小量の ヴ ィ タ こ ン C を含有 る るこ とは認め得 るが、同時 に そ

　　の 量は大 しtcもので ない 事 も想像出來 る。 胡瓜よ りも少 い もの と考 へ たい 。

　　 　　 　　　 　　女　　　　　献
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